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プロジェクトワイルド指導者養成講座

国や自治体の環境や野生生
物に関わる施策に関して、生
態教育場からの提言を行い
ます。
・東京都環境審議会　等

子どもたちへの自然体験・環境教育プログラムの提供と共
に、「自然が一緒に育ててくれる」そう感じられる大人の育
成、園庭・公園などの身近な環境づくりに取組んでいます。
保育ナチュラリストの資格認定や自然を通じた子育て支援
等、「自然と共生する地域づくり」の大切な基礎となるこの
プロジェクトは、様々な分野の方との協働によりひろがって
います。

乳幼児プロジェクト （保育ナチュラリスト資格認定機関）2012～

国内外の様々な地域に出向き、地域固有の野生生物や文化にふれる各種のエコ
ツアーを実施。さらに環境教育の先進地を訪ね、現場の現状の視察や、市民団体
との交流など、より専門的な研修ツアーも企画しています。
・サンフランシスコ、フロリダ、イギリス、ロンドン、ドイツ、台湾、香港　等

自然環境や野生生物に関する、より深い体験と理解を求め、保全活動にも興味の
ある方には、ニホンザル、ツキノワグマ、カモシカなど、テーマを絞り込み、科学的
なアプローチを交えた、セミナースタイルのフィールド研修も用意しています。
・山梨県早川町「南アルプス生態邑」　等

ワイルドライフ・セミナー

生態旅遊／生態教育交流研修ツアー

世界的に最も定評のある、生きものに焦点を当てた体系的
な環境プログラム。体験学習法や合意形成の実習を通して
体験からの学びを提供できる人材を育てます。
・南アルプス生態邑、自然発見館、
  堺自然ふれあいの森　等

政策提言教材の企画製作・貸出・頒布
生息地のジオラマがついたシジュ
ウカラやノコギリクワガタなどの
ペーパークラフト、ハンズオン型
のハビタット・パズルなど教材の
企画製作や、貸出・頒布を行って
います。

国営公園における環境教育の拠
点として、公園管理センターとの
パートナーシップのもと、年間300
クラス、1万人を超える学校団体か
ら、30万人を超える一般の幼児や
小学生を含むファミリーまで、日本
で最も幅広い多様な環境教育プ
ログラムを提供しています。

千葉県
習志野市谷津干潟自然観察センター

東京湾岸の都立公園内にある、
野鳥をはじめとした野生生物の
ための保護区＝サンクチュアリ。
土日祝日の解説活動や野鳥の生
息地の管理作業、環境教育プロ
グラムの提供などを行っていま
す。コアジサシの繁殖地保全活
動なども実施しています。

指定管理：2015～

東京都立葛西臨海公園 鳥類園 2004～

世田谷区立 桜丘すみれば自然庭園
武蔵野の風景を再現するという構想
のもと、昭和初期につくられた邸宅
の跡地を世田谷区が取得。地域住民
との協働によって自然庭園として生
まれ変わりました。当センターはここ
に解説員（インタープリター）を派遣
し、四季折々の自然情報や体験プロ
グラムを提供しています。

東京湾最奥部にあるラムサール
条約登録湿地・谷津干潟。都市と
自然の共生を目指して、年間約4
万3千人の来館者に自然解説や
環境教育プログラムを提供し、
地球環境の保全を担う人材育成
に取り組んでいます。

国営木曽三川公園 河川環境楽園
自然発見館   1995～

2004～

（株）

東京都立  小峰公園　小峰ビジターセンター

南アルプス市立  エコパ伊奈ヶ湖

東京都北区立  みどりと環境の情報館
国営昭和記念公園

新潟県立  こども自然王国（新潟県柏崎市）
大阪府堺市立  堺 自然ふれあいの森

山梨県早川町  南アルプス生態邑

東京都葛飾区立  水元かわせみの里
東京都北区立  自然ふれあい情報館

東京都葛飾区立  鎌倉公園

生物多様性にとって、 
わたしたちのお庭はどれくらい大切なのでしょうか？

ひとつの「お庭」は小さな点でしかありませんが、
それがいくつもあったらどうでしょう。小さな点
ひとつひとつに、きっと生きものがいるはずです。
点と点が繋がって、大きなすみかとなっていく。
そう、あなたのお庭が小さな点。
そして、あなたが調査員です！

見つけた生きものの種数　約1,000種以上
参加者： 北海道から沖縄まで47都道府県　1,179世帯
　　　　 未就学児を含む家族から80歳代の方まで
地　域： 北海道から沖縄まで47都道府県
☆詳しくは上記二次元コードからウェブページをご覧ください。

第１回～第10回（2010年～2019年）調査結果

生物多様性保全を目的とした、日本で初めての、
個人宅の「お庭」を対象とした全国規模の市民
参加型生きもの調査です。

月に1回、お好きな日時にご自宅のお庭からスマートフォンで参加できます。

子どもから大人まで、楽しみながら学ぶ、
幅広いプログラムを提供します。

小さなベランダから大きな庭まで、
ご家庭のお庭を対象とした
「お庭の生きもの調査」を実施して
います。お庭の生きものに目を向ける
ことが、市街地全体の生物多様性の
保全・向上につながっていくと考えて
います。

野生生物の減少と
その生息環境の衰退は
私たち一人ひとりの問題です。
他者（人間を含むすべての生きもの）
を想うこころを育むための
「場」や「機会」を提供しています。

一般の方から専門家を目指す方まで
幅広い年齢やキャリアの方に
感性と科学を融合し
フィールド体験を通して
より深い学びを引き出します。

人と自然、人と生きもの、人とひと
さまざまなつながりと関わりを考えます。
「知っていること」から「責任ある行動」へ
その道案内のできる人を育て
人と野生生物のつながりをテーマに
持続可能な社会を目指します。

詳しくは公式ウェブページ
をご覧ください


